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○評価実施施策　　２９施策 ○施策別の事務事業数
章－節 主要施策名 事業数章－節 主要施策名 事業数

○評価の結果 １－２ 自然環境・景観の保全 2 ３－１ 農林業の振興 34
施策目的の達成状況 施策数 割合(％) １－３ 環境対策の推進　 5 ３－２ 商工業の振興 3

Ａ：目標を上回る 3 10 １－４ 道路交通体系の整備　 7 ３－３ 観光・レクリエーションの振興 6
Ｂ：概ね目標を達成 20 69 １－５ 上・下水道の整備 11 ４－１ 幼児教育・学校教育の充実 10
Ｃ：目標を下回る 6 21 １－６ 住宅地・住宅の整備 8 ４－２ 生涯学習・生涯スポーツの推進 25

１－７ 公園・緑地の整備と緑化の推進 2 ４－３ 芸術・文化の振興 6
後期計画での取り組み方針 施策数 割合(％) １－８ 消防・救急体制の強化と防災の推進 8 ５－１ 住民主体のまちづくりの推進 3
Ａ：重点化して実施 16 55 １－９ 防犯・交通安全対策の推進 4 ５－２ 多様な交流の推進 3
Ｂ：現状維持 12 41 １－１０ 情報通信網の整備・充実 2 ５－３ 人権尊重と男女共同参画社会の推進 3
Ｃ：縮小して実施 1 4 ２－１ 地域福祉の充実 5 ５－４ 行財政運営の合理化・効率化 19

２－２ 子育て支援の充実 12 ５－５ 広域行政の推進 2
２－３ 高齢者福祉の充実 13 222
２－４ 障害者福祉の充実 7 42
２－５ 保健・医療の充実 8
２－６ 社会保障制度の充実 14 264

○凡例（事務事業の貢献度と今後の方向性）
　　　　　　　・貢献度 ・事業の方向性 　　　・予算の方向性

　　　　　　　Ａ：高い Ａ：拡充 　　　Ａ：拡充

　　　　　　　Ｂ：やや高い Ｂ：方法改善 　　　Ｂ：現状維持

　　　　　　　Ｃ：やや低い Ｃ：縮小 　　　Ｃ：縮小

　　　　　　　Ｄ：低い Ｄ：廃止・他事業との統合

　　上記施策の体系に当てはまらない事業・業務等

合　計

計



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向

1 自然環境保護事業 B B B B B

2 河川改修事業 A A A A A

1 塵芥処理事業 B B B B B

2 生活環境保全事業 B B B B B

3 ごみ処理事業 B B B B B

4 し尿処理事業 B B B B B

5 鉱害防止事業 B B B B B

1 県道改修事業 A A A A A

2 道路維持事業 A A A A A

3 町道改良事業 A A A A A

4 道路景観美化事業 B B B B B

5
廃止代替バス・路線バス運行
支援事業 B B B B B

6
新交通システム（デマンド交
通）運行支援事業 B B B B B

7 公共交通活性化事業 B B B B B

いずれの事業も住民生
活の利便性・安全性の
向上に直結する事業で
あるため、予算の確保に
努め、計画的に実施して
いく必要がある。

A
重点化して
実施

A
目標を
上回る

広域的な幹線道路
の整備促進と狭隘
道路の解消による
安全で快適な道路
環境の創出、及び
町内公共交通体系
の整備・維持と利
用促進による町民
の生活利便性向上
と交流促進

事務事業名 貢献度

１．心やすら
ぐ自然環境
のなかで安
全で快適に
暮らせるまち
づくり

２．自然環
境・景観の保
全

自然環境の保全・
活用や緑の景観形
成の推進、環境美
化活動の実施によ
る町民の環境保全
意識の醸成

B
概ね目標を
達成

B
現状維持

住民意識の醸成と継続
的な啓発が重要であり、
長期的施策として推進
する。

基本目標 主要施策名 基本方針
（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方

塵芥処理事業について
は、既存施設の適正な
維持管理のもとで、円滑
で効率的な運営と処理
体制を図る。

公害及び鉱害について
は、関係機関とともに、
立入検査等の実施によ
る監視の継続、指導を
実施する。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

ごみの減量化・再
資源化に取り組む
とともに、一般廃棄
物の適正処理や不
法投棄の監視、公
害の未然防止を推
進する。

３．環境対策
の推進

４．道路交通
体系の整備

事務事業評価 施策評価

3／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 水道施設整備管理事業 A A A A A

2 水道管理運営事業 B B B B B

3 上水道施設事業 A B B A B

城里町水道施設再編事
業により水道施設の再
編、老朽施設・管路の更
新を推進し、水道施設の
効率化と安定供給を確
保する。

管理運営事業では、災
害時に対応すべく連絡
管の整備や、危機管理
体制を構築するための
協議を行う。

上水道施設事業は、城
里町内全地区に施設整
備は完了したが、加入者
率の改善を図りたい。ま
た給水人口が減少して
いる状況を踏まえ、今後
とも安定した上水道事業
運営を推進していく。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

清純で安全な水道
水供給のため、現
施設の管理に努め
る。また、老朽化し
た施設は水道施設
再編計画に基づ
き、安定した供給
体制強化のため再
編整備を進める。
その他、業務の合
理化、経費の削減
に努め水道事業の
安定経営を図り、
利用者の方への
サービス向上に繋
げていく。

５．上・下水
道の整備

【上水道】

4／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1
流域関連公共下水道整備事
業 A B B B B

2
特定環境保全公共下水道整
備事業 A A B B B

3 地域下水道維持管理事業 B D B D C

4 公共下水道維持管理事業 B B B B B

5 公共下水道公債管理事業 B B B B B

6
農業集落排水施設維持管理
事業 B B B B B

7 農業集落排水公債管理事業 B B B B B

8 合併処理浄化槽設置事業 B B B B B

1 町営住宅入居者管理事務 A A A A A

2 町営住宅維持管理事業 A A A A A

3
町営住宅維持管理事業（町営
住宅解体） B A B B B

4
城里町住宅リフォーム資金助
成事業 A A B A A

5 建築物耐震化推進事業 B C C A A

6 適正市街地形成事業 A A B A B

7
被災住宅復興支援利子補給
金交付事業 B C C B B

8 塩子塙分譲地事業 B B B B B

B
現状維持

６．住宅地・
住宅の整備

全町的な視野に
立って、生活環境
の改善と公衆衛生
の向上、公共用水
域の水質保全を図
るため、地域の特
性に応じた公共下
水道事業、農業集
落排水事業及び合
併処理浄化槽によ
る効果的な排水処
理を推進する。

５．上・下水
道の整備

【下水道】

良好な市街地の形
成や安住促進のた
めの住宅地の整
備、公営住宅の適
正管理など、計画
的な住宅施策の推
進により、若い世
代から高齢者まで
が安心して暮らせ
る町づくりを進め
る。

B
概ね目標を
達成

那珂久慈流域関連公共
下水道事業及び特定環
境保全公共下水道事業
を計画的に推進し、順次
認可区域の整備を実施
し普及率の向上を図り、
農業集落排水事業の適
正な維持管理と、事業計
画区域外地区について
は合併処理浄化槽の普
及促進に努める。

C
縮小して
実施

A
目標を
上回る

いずれも必要性の高い
事業であることから、創
意工夫による事務の改
善に努めながら、計画的
かつ安定的に実施して
いく必要がある。

5／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 公園維持管理事業 B B B B B

2
（社）茨城県緑化推進機構負
担金 B C B C B

1 非常備消防事務委託事業 A B B A B

2 消防団管理運営事業 B B B B B

3 AED設置事業 B B B B B

4 消防施設の維持管理事業 B B B B B

5 防災体制(水防)の整備事業 B B B B B

6 防災体制の整備事業 B B B B B

7 防災行政無線事業 B A A A A

8 自主防災組織育成事業 B B B A B

1 防犯対策推進事業 B B B B B

2 防犯灯設置・管理事業 B B B A B

3 交通安全施設整備事業 B B B A B

4 交通安全対策推進事業 B B B A B

公園維持管理事業につ
いては、各公園・緑地の
必要性の確認や維持管
理の創意工夫を重ねな
がら、継続的に実施して
いく。

A
重点化して
実施

C
目標を
下回る

消防・救急体制の
強化、地域におけ
る災害体制の強化
を図り、町民の安
全と安心を図る。

８．消防・救
急体制の強
化と防災の
推進

防災体制の強化と災害
予防に努めるとともに、
民間事業者との応援協
定等の締結を推進。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

公園・緑地の適切
な維持管理に努
め、憩いや交流、
防災機能など多目
的な空間の提供を
図るとともに、住民
との協働による緑
化運動を進め、緑
豊かなまちづくりを
目指す。

７．公園・緑
地の整備と
緑化の推進

キャンペーン、街
頭立哨等で住民の
防犯及び交通安全
の意識高揚を図
り、安全・安心に暮
らせる町づくりを目
指す。

９．防犯・交
通安全対策
の推進

A
目標を
上回る

B
現状維持

設備等の整備を中心に
進めながら、犯罪及び事
故防止と住民への啓発
を推進する。

6／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 地域情報化推進事業 B B C C C

2
情報系インフラ・地域イントラ
維持事業 B B C B C

1 地域ケアシステム事業 B B B B B

2 更生保護事業 B A B A B

3
社会福祉協議会運営補助事
業 B C B B B

4 保健福祉センター事業 B A A A A

5 ボランティア活動推進事業 B A B A B

２．ともに支
えあいすべ
ての人が元
気で安心して
暮らせるまち
づくり

１０．情報通
信網の整備・
充実

光ケーブル網の整備に
より、ネットワーク網が完
成し、全庁で利用が可能
となり、整備された通信
基盤の維持・充実が更
に必要である。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

情報化の進展が目
覚ましい近年、住
民自身が対応でき
る情報通信環境を
整備することは重
要である。地域内
外の情報格差の解
消を図り、産業面、
生活面での住民の
利便性の向上に繋
げ、多様な住民
ニーズに対応した
行政サービスの高
度化及び効率化を
図る。

町民のボランティア活動
への参加を促すための
活動に積極的に取り組
み、地域住民のつながり
を深め、くらしやすい環
境を整備していく。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

関係機関やボラン
ティアとの連携によ
り、地域全体での
支え合い、住民だ
れもが人とのふれ
あいの中で生き生
きと生活する。

１．地域福祉
の充実

7／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 公立保育所事業 B B B B B

2 民間保育所支援事業 B A A B B

3 児童手当事業 A B B B B

4 次世代育成支援金支給事業 B B A B B

5 放課後児童健全育成事業 B B A B B

6
次世代育成支援対策交付金
事業 A B A B B

7 地域子育て支援拠点事業 A A B B B

8
民間保育サービス事業費補
助 B C B B B

9 すこやか保育応援助成金 B A B B B

10 要保護児童対策地域協議会 B B B B B

11 児童虐待防止緊急対策事業 B A B B B

12 母子（父子）福祉事業 B B B B B

1 老人保護措置事業 B B B B B

2 愛の定期便事業 B B B B B

3 家族介護用品支給事業 B B B B B

4 在宅福祉事業 B B A B B

5 相談所運営事業委託事業 A A B B B

6 高年者クラブ活動支援事業 B B B B B

引き続き、子供を育成す
る家庭を社会全体で支
援し、次代を担う子供た
ちが健やかに生まれ、育
まれるよう子育て支援を
推進していく。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

子供たちの幸せを
第一に考え、地域
社会全体ですべて
の子供と子育て家
庭の自立的成長を
支援し、父母その
他の保護者が主体
的に子育てを行
う。

２．子育て支
援の充実

３．高齢者福
祉の充実

保健・医療・福祉
の連携のもとに在
宅福祉サービスの
充実に努め、全て
の高齢者が地域の
中で安心して生き
がいのある暮らし
を送る。

B
概ね目標を
達成

A
重点化して
実施

引き続き、社会参加の促
進、生きがいづくりや就
労環境等整備をしてい
く。介護保険制度の改正
等を踏まえ、介護予防支
援体制整備を整える。

8／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

7 シルバー人材センター事業 B A C D D

8 敬老事業 C B C C C

9 老人福祉センター運営事業 D B B D D

10 介護予防一次予防事業 A B B B B

11 介護予防二次予防事業 B B B B B

12 介護予防支援事業 B B B B B

13 地域包括支援センター事業 A B A B A

1 障害者福祉事業（補装具費） A A B A A

2 認定調査審査会・認定調査 A B B A A

3 地域生活支援事業 A A A A A

4 自立支援給付費 A A A A A

5 自立支援更生医療給付事業 A A B A A

6 難病患者見舞金事業 A A A A A

7 在宅障害児福祉手当事業 A A B A A

福祉サービスのさらなる
充実を図り、地域づくり
等の環境を整備してい
く。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

ノーマライゼーショ
ンの理念のもと、
障害者(児）が、地
域の一員として共
に生き、生きがい
をもって生活を送
れるよう障害福祉
の充実に努める。

４．障害者福
祉の充実
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 診療事業 A B B B B

2 施設維持管理事業 A B B B B

3 施設整備事業 A B A A A

1 母子保健事業 B B B B B

2 健康診査事業 B B B B B

3 健康づくり事業 B B B B B

4 保健衛生総務事業 B B B B B

5 予防接種事業 B A A B B

1 国民健康保険資格管理事務 A B B B B

2 国民健康保険税管理事務 A A B A B

3
国民健康保険運営協議会管
理事務 A B B B B

4 国民健康保険給付管理事務 A B A B A

5
後期高齢者医療資格管理事
務 A B B B B

6
後期高齢者医療保険料管理
事務 A B B B B

7
後期高齢者医療給付管理事
務 A B B B B

8 介護保険資格管理事業 A B B B B

9 介護保険認定関係事務 A B B B B

10 介護保険賦課関係事業 A B B B B

５．保健・医
療の充実

【保健】

各保険事業の周知及び
収納率の向上
税負担の公平性を確保
するため、収納対策室と
の連携

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

保険税を公平に賦
課するとともに、納
付を促し滞納を解
消する。

６．社会保障
制度の充実

地域住民が安心して暮
らせる医療施策及び施
設の整備を進める。

B
現状維持

A
目標を
上回る

住民が安心して暮
らせる医療体制を
作る。また、高齢化
が進み介護保険と
の連携体制が必要
となることから施設
設備の充実を図
る。

５．保健・医
療の充実

【医療】

機会あるごとに健診の
受診勧奨。未受診者に
は、再通知、電話で勧奨
し、保育園等と連携し、
受けない理由を把握す
る。
生活習慣改善のための
行動変容の支援の継
続。

B
現状維持

C
目標を
下回る

町民一人ひとりの
健康に関する意識
を高めながら、そ
れぞれのライフス
テージに応じて自
らが取り組む健康
づくりを支援する。
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

11 介護保険給付事業 A A B B A

12 医療費助成事務 A B B B B

13 国民年金事務 A B B B B

14 福祉年金事務 A B B B C

1 担い手総合支援事業 B C B C B

2 要望苦情処理事業 B B B B B

3 農業者年金事務事業 A B B A B

4 農業振興地域整備促進事業 B B B B B

5
農村環境保全事業（農地・水・
環境保全向上対策事業） A A A B B

6 中山間地域等直接支払事業 A A A B B

7 農地流動化奨励金交付事業 B A B B B

8 農業委員会補助事業 B A B B B

9 グリーンツーリズム事業 B B B B B

10 山村振興事業 B B B B B

11
農林病虫害防除実施協議会
補助事業 B B B B B

12 農業集落排水事業 B B B B B

13
茨城栃木鳥獣害防止広域対
策協議会事業負担金 B B B B B

14 水田農業構造改革推進事業 B B B B B

15 家畜防疫事業 B C B C B

３．豊かな地
域資源を活
かした魅力と
活力にあふ
れるまちづく
り

新たな農業政策の中で
地域の実情に沿った事
業展開
町ブランド品，推奨品の
選定拡大しＰＲと共に販
路拡大に努める

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

担い手及び新規就
農者の育成や農業
経営・管理の合理
化を支援するとと
もに、農産物のブ
ランド化や生産体
制の強化を推進し
販路拡大に取り組
み、所得向上とや
りがいのある農林
業の振興に努め
る。

１．農林業の
振興
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

16 家畜衛生指導協会事業 B B B B B

17 和牛ヘルパー利用部会事業 B C C B B

18 和牛改良組合事業 B C C B B

19 繁殖牛導入事業 B B B B B

20 農業生産基盤整備事業 B C C C C

21 有害鳥獣捕獲事業 A A A A B

22 経営安定対策事業 A A B A B

23
国営那珂川沿岸農業水利事
業 A B B B B

24 県営畑地帯総合整備事業 A B B B B

25 農ビ農ポリリサイクル事業 A B B B B

26 森林機能緊急回復整備事業 B B B B B

27 森林経営安定事業 B B B B B

28 林道の伐採除草 B A B B B

29 身近なみどり整備推進事業 B B B B B

30 （社）茨城県治山林道協会 C B B B B

31 みどりの少年団補助金 B C B B B

32 森林組合補助 B B B B B

33
生産部会連絡協議会補助事
業 B C C C B

34 穀物改良協会 C C C C B
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 商工業振興事業 B B B B B

2 消費者行政総務事業 B B A B A

3 労働者支援事業 B B B B B

1 キャンプ場管理事業 C C C C C

2 ホロルの湯管理事業 B B B B B

3 ホロルの湯啓発事業 B B B B B

4 観光ＰＲ事業 B B B B B

5 物産センター支援事業 B B B B B

6
県立自然公園等の整備運営
事業 B B B B B

・キャンプ場の運営方法
（統廃合）見直しの推
進。

・温泉施設の宣伝活動
を積極的に推進し、入場
者数の増加を図る。

・情報発信及び観光ＰＲ
等を更に積極的に推進
し、町のイメージアップ及
び観光集客数の増加を
図る。

A
重点化して
実施

C
目標を下回
る

新たな観光資源の
発見・開発と既存
の観光資源を最大
限有効利用し、マ
スコットキャラク
ターを活用したＰＲ
及び町内外へのイ
ベント活動の実施
及び参加。
観光レクリェ―ショ
ンのネットワーク化
を図り魅力ある交
流空間づくりに取り
組み、町を訪れる
観光客を増やす。

３．観光・レク
リエーション
の振興

A
重点化して
実施

A
目標を
上回る

商工会と連携し商
店街組織の育成・
強化に取り組むと
ともに、集客を促す
各種イベントPRの
推進など、既存商
店街の活性化支
援。多様化する消
費者行政相談等に
対しての窓口強
化。

２．商工業の
振興

・商工会と連携のうえ，
経営指導・融資制度等
を活用し、基盤強化への
支援。

・年々増加傾向にある消
費者相談（押売り・多重
債務等）に対し、平成２３
年度からセンターを開設
し対応強化。

・緊急雇用創出事業を
積極的に活用し、町内
居住者等の雇用の場を
提供している。
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1
幼稚園施設整備・教育環境充
実 B B B B B

2 教育委員会事務局事業 B B B B B

3 教育委員会事業 B B B B B

4 小学校管理事業 B B B B B

5 小学校振興事業 B B B B B

6 中学校管理事業 B B B B B

7 中学校振興事業 B B B B B

8 学校給食調理事業 B B A B A

9 学校給食維持管理事業 B A A A A

10 学校給食運営事業 B B B B B

1 社会教育・生涯学習推進事業 B B B B B

2 生涯スポーツ振興事業 B B B B B

3 公民館管理運営事業（常北） B B B B B

4 公民館管理運営事業（桂） B B B B B

5 学習機会提供事業 B B B B B

6 スポーツ大会開催事業 B A B A B

7 生涯学習施設関係整備事業 B B A B A

生涯学習や社会教育・
スポーツ振興を行うため
にも、町民ニーズを検討
しながら、活動できる場
の提供を行う。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

学校を始め家庭や
社会の様々な分野
で行われている生
涯学習活動・生涯
スポーツ活動をよ
り一層充実し、行
政・民間がそれぞ
れの役割分担に留
意しながら、相互
の連帯を深め、町
民の学習活動の場
を総合的に整備し
て提供していく。

２．生涯学
習・生涯ス
ポーツの推
進

より一層の教育環境の
整備、充実を図り、心の
豊かさを実感できる生活
を実現させて次世代を
担う心を育むような教育
環境の場を提供する。

A
重点化して
実施

C
目標を下回
る

４．次世代を
担う豊かな
心の育成と
歴史・伝統を
大切にする
まちづくり

個性を尊重する教
育、生きる力を育
む教育改革を進め
るとともに、心の豊
かさを実感できる
生活の実現と次世
代を担う心の育成
を目指す。

１．幼児教
育・学校教育
の充実
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

8
公民館施設維持管理事業（常
北） B A A A A

9
公民館施設維持管理事業
（桂） B B A B A

10
公民館施設維持管理事業(七
会) B B B B B

11 伝習館管理事業(七会) B B B B B

12
コミセン施設維持管理委託事
業 B B A B A

13 コミュニティセンター運営事業 B B B B B

14 図書館運営事業 B B B B B

15 図書館施設維持管理事業 B B B B B

16 郷土史資料館運営事業 B B B B B

17
郷土資料館施設維持管理事
業 B B B B B

18 教育相談事業 B B B B B

19
公民館講座実施運営事業(常
北) B B B B B

20
公民館講座実施運営事業
(桂) B B B B B

21
公民館講座実施運営事業(七
会) B B B B B

22 生涯学習推進補助事業 B B B B B

23 青少年相談員事業 B B B B B

24 成人式事業 B B B B B

25 青少年育成団体補助事業 B B B B B
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 文化団体育成補助事業 B B B B B

2
公民館まつり実施運営事業
(常北) B B B B B

3
公民館まつり実施運営事業
(桂) B B B B B

4
公民館まつり実施運営事業
(七会) B B B B B

5 文化財保護事業 B B B B B

6 伝統芸能団体育成補助事業 B B B B B

1 広報・広聴事業 A A A A A

2 自治振興事業 A B C B B

3
大好きいばらき県民会議推進
事業 C C C C C

行政の説明責任を
果たすとともに、行
政と住民が情報を
共有するため、広
報・広聴活動の充
実。
　また、自治の担
い手である地域コ
ミュニテイの活性
化、ボランテアの
活性化、ボランテイ
ア団体などの活動
を促進するととも
に、担い手リー
ダーの育成。

１．住民主体
のまちづくり
の推進

５．住民と行
政がともに手
をとりあう開
かれたまち
づくり

さまざまな形の住民活動
を育成・支援するととも
に、積極的な協力体制
を確立し、誰もが参加で
きる地域づくりやまちづく
りを促す。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

町民の文化の普及と生
涯学習の振興のために
も、団体等の活動は重
要な役割を果たしている
ので支援は必要である。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

町民の文化の振興
と各種文化活動を
とおして、相互の
交流親睦を図り、
文化の普及及び発
展と、豊かなまち
づくりに寄与するこ
とを目指すため
に、育成及び活動
を支援する。

３．芸術・文
化の振興
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平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 国際交流事業 B B B B B

2 国際交流推進事業 B B B B B

3 江戸川区民まつり参加事業 B B B B B

1 同和問題に関する事務 B B B B B

2 人権擁護事業 B A B A B

1 男女共同参画事業 A A A A A
男女が多様な生き
方を認め合い、あ
らゆる分野の活動
に平等に参画し、
その個性と能力を
十分発揮できる男
女共同参加社会の
形成を目指す。

３．人権尊重
と男女共同
参画社会の
推進

【男女共同参
画】

広報紙やホームページ
など、あらゆる媒体を活
用するとともに、講演会
の開催等により、男女平
等意識の高揚を図る。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

庁内の推進体制を整備
し、関係各課連携した事
業推進を図る。
また、住民主体の組織
づくりも促進し、まちづく
りの担い手となるリー
ダー育成に努める。

B
現状維持

C
目標を下回
る

交通・通信手段の
発達に伴い、国境
を越えた人の移動
や他市町村のイベ
ントに積極的に参
加する住民が増え
つつある。住民を
取り巻く国際化と
交流拡大を背景
に、日常生活のな
かで国際理解や他
市町村との交流を
推進する感覚の醸
成と組織づくり。

２．多様な交
流の推進

広報紙やホームページ
など、あらゆる媒体を活
用するとともに、講演会
の開催等により、男女平
等の意識の高揚を図
る。啓発活動、人権教室
などを通じ広範な人権擁
護思想の普及に努め
る。

A
重点化して
実施

B
概ね目標を
達成

男女が様々な生き
方を認め合い、あ
らゆる分野の活動
に平等に参画し、
その個性と能力を
十分発揮できるよ
う男女共同参画社
会の形成を目指
す。

３．人権尊重
と男女共同
参画社会の
推進

【人権尊重】

17／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 監査委員事務局運営事業 B B B B B

2 行政改革推進事務 B B B B C

3 行政評価制度導入事業 B B C B C

4 過疎地域自立促進事業 B B B B B

5 財政事務事業 B B B B B

6 契約事務 B B B B B

7 財産管理事業 B B C B C

8 車輌管理事業 B B C B B

9 備品管理事業 B B B B C

10 出納事務事業 B B A B A

11
出納事務事業（印紙販売・県
証紙売捌き事務） B B B B B

12 サテライト水戸事業推進事業 B B B B B

13 公債管理事務事業 B B B B B

14 地方交付税事務事業 A A B A B

15 基金管理事業 B A B A B

16 賦課管理事務 B B A B B

17 収納管理事務 A A B A B

18 税務管理事業 B B A A B

19 予算事務事業 B A B A B

今後、自立的で安定的
な行政の運営をはかる
ため、行政評価により抜
本的に既存事業を見直
し、施策により継続、廃
止、縮小等に分類し効
率的に財源を配分する
ことにより財政の健全化
に取り組む。

A
重点化して
実施

C
目標を
下回る

限られた財源を有
効に活用するため
に、既存事業を見
直し、施策にともな
う事業の廃止・縮
小や民間委託の推
進など現状の行政
運営の抜本的な見
直しを図り、行政
のスリム化と健全
な財政運営を推進
する。

４．行政運営
の合理化・効
率化

18／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合



平成26年度　施策評価結果一覧表（平成25年度に実施した施策の評価）

事業の方向 予算の方向 事業の方向 予算の方向
事務事業名 貢献度基本目標 主要施策名 基本方針

（主要施策の目的）

目的達
成状況

主要施策
の取組み
方針

NO施策の今後の進め方
事務事業評価 施策評価

1 広域行政推進事業 B B B B B

2 葬祭・墓地管理事業 B B B B B

新たな広域行政への対
応と検討が求められるな
かで、周辺自治体との連
携・協調を図り、共有の
行政需要に対応する。

B
現状維持

B
概ね目標を
達成

住民の活動範囲と
施設利用は、行政
区域を越えて広域
化している。公共
施設の一体的な整
備や相互利用、行
政区域を超えた土
地の利活用など、
高まるニーズに応
える広域的なまち
づくり。

５．広域行政
の推進

19／19
貢献度　Ａ：高い　B：やや高い　　Ｃ：やや低い　Ｄ：低い

事業・予算の方向性　Ａ：拡充　B：方法改善・現状維持　Ｃ：縮小　Ｄ：廃止・他事業との統合


